
 
 

 

 

 

 

 

11月８日(月)より、三者相談が始まります。 

現在の進路希望を、生徒の皆さん自身がどのように考えて、保護者の方がそれをどう理解しているか。

今後の具体的な取組へ向けた、第２回目の相談です。 

 相談がよりスムーズに効果的に行われるには、しっかりとポイントを絞って、十分な準備がされてい

ることが望ましいところです。 

そこで、生徒の皆さんの準備として下記の点について、自分の考えを明確にしておきましょう。 

（１）志望先が具体的に挙げられ、志望理由が自分の言葉で説明できる。 

（２）第 1志望以下をどのように考えているか、はっきりと考えている。 

（３）志望先で渡された書類や成績の資料を持参し、見学の様子などを伝えることができる。 

 また、進学を支援してくれる保護者の方が、その考えについてどう思っているのか‥‥も大事なこと

です。三者相談前に親子でよく話し合っておきましょう。 

 

 

 

私立高校受験で、学校(長)推薦の書類を提出して受験する場合、以下の手順で進めていくことになります。 

① 志望校の基準を満たしていて高校側から推薦入試対象者と認められた場合、三者相談中(終了後は随

時)、担任にお知らせください。所定の書類をお渡しします。 

② 書類提出後、調査書等作成委員会で学習・生活面で推薦される生徒であるかを諮ります。 

③ 了承された場合、担任は書類作成に移り、推薦書と調査書を一緒に生徒に手渡します。 

※私立高校によっては、個別相談で「学校(長)推薦の出願で大丈夫」といった趣旨のカードや書類を

もらえる場合があります。その話を受けて、①→③の動きとなります。（尚、その個別相談のカー

ドや書類が、即合格をもらえたということではありません。） 

 

 

 

 

例年、三者相談の中で、進路に関して具体的な話し合いが進みます。そこで話し合った後、個別相談

に参加するなどの動きがあります。 

10月のステップアップテストの結果と最新の進路希望で、成績を分析します。また、12月２日(木)

に第２回進路検討会（生徒一人一人の希望校を話し合います。）も行われます。そのため、第4回の進

路希望調査を実施いたしますので、ご協力ください。用紙に記載し、ご提出ください。その後も、さら

に個別相談会に参加し、12月の三者相談に臨んでいただきたいと思います。そして、調査書等作成依

頼書（兼最終受験校確認書）の提出をもって志望校が確定し、調査書の作成となります。 
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埼玉県では、高等学校に通う生徒の修学を支援するために、 

学費負担を軽減する制度や無利子で奨学金を貸し出す制度など 

さまざまな修学支援制度を用意しており、先日、全ご家庭に冊子 

を配布いたしました。不明な点は、裏表紙記載の問い合わせ先へ 

連絡を入れてください。 

また、文部科学省のHPに「高等学校等就学支援金～私立 

高校生への高等学校等就学支援金が大幅に拡充されました！ 

（私立高校授業料の実質無償化）～」が掲載されていましたので、 

ご紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１日現在の中学卒業予定者進路希望状況（１０月２９日新聞発表）について、見逃した人のために載せておきます。現状では、あくまで希望なので、

この通り受験するとは限りません。過度に心配したり、楽観的になるのではなく、参考にして自分の進路希望をじっくりと煮詰めていってください。 


